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①長距離パートチーフ・監督挨拶 
《前長距離パートチーフ挨拶》 

去る、11月 14日丹後半島にて関西学生駅伝が行われました。 
今回は目標としていた4位を達成することができました。4位という順位は約50年振りにと
った順位であることから歴史的順位であるといえます。今年は画面越しではありましたが本当に
応援ありがとうございました。 
 今年の駅伝を一言でまとめると、4位を目指すことの難しさを感じる、また京大の強さを示す
駅伝だったといえると思います。5区終了時点では主要選手を使いながら4位の大学に2分ほど
離され7位でした。残る2区間でその差を埋める必要がありかなり難しさを感じました。それで
も6区で 5位まで順位を引き上げ、最終区間である7区において、4位でゴールすることができ
ました。これは最終的に京大の強さが光ったと思います。 
来年以降は、今年3位であったびわこ学院がより強くなっていくことが予想されます。また5位
であった京都産業大学も本来の力はもっと強いでしょう。京都大学はより一層強くなることが必
要ですので今回の結果を自信にして練習に励みます。 
最後になりますが、ご支援いただいたことをこの場をお借りして感謝申し上げます。今後とも宜
しくお願いします。 

京都大学陸上競技部前長距離パートチーフ 久田雅人 
 

《現長距離パートチーフ挨拶》 

平素より京都大学陸上競技部に多大なるご支援、ご声援をいただき、誠にありがとうございま
す。関西学生駅伝を以て、代替わりを迎えました。これから1年間、長距離パートチーフを務め
させていただきます、鈴木洋太郎と申します。至らない点も多々あることと思いますが、よろし
くお願いいたします。 
さて、第 82 回関西学生対校駅伝を、我々京都大学は目標とした4位で終えることができまし
た。皆様の応援あっての結果だと思っております。改めてお礼申し上げます。 
目標を達成できたことは大変喜ばしいことではありますが、4位を目標とするにあたってター
ゲットとしていた、びわこ学院大学が過去最高順位を更新して3位に入るなど、我々もさらなる
レベルアップがなければ、この先関西長距離界で京大が戦い続けることは難しくなってくると思
われます。来年度は、昨年から関西インカレや伊勢予選、丹後で活躍をしてきた足立舜(3)や清水
厚佑(3)がいよいよ 4回生となります。いつまでも彼らばかりに依存したチームであっては、数年
後ふたたび「京大は弱くなった」と言われてしまうのは明らかです。 
それを防ぐためには、エースと呼ばれる部員が一層強くなり、関西で全国で戦えるような選手と
なることも大切ですが、一方でいまだ対校戦への出場経験のないような部員が着実に力をつけら
れるような環境を作っていくことこそ、今最も必要されていることなのではないでしょうか。依
然新型コロナウイルスの影響で先の見通しにくい状況が続いておりますが、全員が一段二段レベ
ルアップし、自信をもって来シーズンを迎えられるよう努めてまいります。 
例年とは異なる点ばかりの1年でした。そのような中でもしっかりと結果を残すことが出来た
のは、長い時間をかけて京都大学陸上競技部の環境を作り上げてくださったOB・OGの皆様のお
力によるものが大きいと思います。来年以降もそれに結果で答えられるよう精進いたしますの
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で、今後とも京大陸上部、そして長距離パートへのご支援・ご声援をどうぞよろしくお願いいた
します。 

京都大学陸上競技部現長距離パートチーフ 鈴木洋太郎 
 

《監督挨拶》 

11 月 14 日（土）に行われた、第82回関西学生駅伝は、史上最高順位である4位という結果
でした。コロナ禍で思うように練習ができない期間が続いている中での大健闘でした。 
本年度は、コースが短縮され全７区間で襷を繋ぎました。全体としては、1区原田（M1）、2区
久田（4）で流れを作り、3区吉村（3）、4区相澤（M1で、離されない位置で耐え、5区清水
（3）、6区足立（3）が前の距離を詰め順位を上げ、最終7区で京都産業大学に競り勝っての4
位でした。 
長距離は関西学生駅伝をもって４回生から3回生へと代替わりします。新パートチーフの鈴木
（3）を中心に、今回の結果を自信に変えつつ油断せずにさらなる高みを目指してほしいと思い
ます。今年の全日本学生駅伝の予選会に出場できず、悔しい思いをしたと思いますので、来年の
伊勢予選こそは全日本大学駅伝出場を成し遂げてほしいと思います。 
4 位という結果は、長距離パートだけでなく、チーム全体を盛り上げ、今後の希望をもたらし
てくれました。この勢いに乗って今シーズン最後の対校戦である京阪神新人戦でも目標を達成
し、冬期練へ入っていきたいと思います。 
蒼穹会の皆様におかれましては、日頃よりご支援・ご声援を賜りまして誠にありがとうござい
ます。LIVE配信で応援していただいた方もいらっしゃるかと思います。直接ご声援をいただくこ
とができず残念ではありましたが、再び会場へ足を運んでいただけるようになりましたら、直接
のご声援をお願いいたします。 

京都大学陸上競技部監督 五十嵐隆皓 
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②関西学生駅伝 総合結果（上位 6校） 
《丹後大学駅伝 第 82 回関西学生対校駅伝競走大会》 

令和2年 11月 24日 
京丹後地域コース 7 区間 71.6km 

 

順位 記録 大学名 
第 1区 

9.0km 

第２区 

7.7km 

第 3区 

7.0km 

第 4区 

9.8km 

第 5区 

12.3km 

第 6区 

13.3km 

第 7区 

12.5km 

1 3:34:32 立命館 

谷口 

28:06⑶ 

28:06⑶ 

岡田 

52:35⑴ 

24:29⑴ 

永田 

1:12:14⑴ 

19:39⑴ 

高畑 

1:41:51⑴ 

29:37⑴ 

山田 

2:17:38⑴ 

35:47⑵ 

吉岡 

2:57:54⑴ 

40:16⑴ 

前川 

3:34:32⑴ 

36:38⑴ 

2 3:38:14 関学 

沖見 

28:01⑵ 

28:01⑵ 

田中 

53:08⑵ 

25:07⑵ 

井手 

1:13:31⑵ 

20:23⑷ 

志摩 

1:45:09⑷ 

31:38⑹ 

上田 

2:20:42⑶ 

35:33⑴ 

川田 

3:00:59⑵ 

40:17⑵ 

守屋 

3:38:14⑵ 

37:15⑵ 

3 3:40:25 びわ学 

小久保 

28:23⑼ 

28:23⑼ 

西谷 

53:42⑷ 

25:19⑶ 

原 

1:13:59⑷ 

20:17⑶ 

杉岡 

1:44:30⑶ 

30:31⑶ 

井上 

2:20:38⑵ 

36:08⑶ 

湯川 

3:02:18⑶ 

41:40⑷ 

永井 

3:40:25⑶ 

38:07⑶ 

4 3:42:55 京大 

原田 

28:18⑻ 

28:18⑻ 

久田 

53:41⑶ 

25:23⑷ 

吉村 

1:15:02⑹ 

21:21⑽ 

相澤 

1:46:43⑺ 

31:41⑻ 

清水 

2:23:42⑺ 

36:59⑹ 

足立 

3:04:08⑸ 

40:26⑶ 

鈴木 

3:42:55⑷ 

38:47⑷ 

5 3:43:08 京産大 

坂口 

27:48⑴ 

27:48⑴ 

市川 

53:48⑹ 

26:00⑼ 

北澤 

1:13:34⑶ 

19:46⑵ 

浦田 

1:43:33⑵ 

29:59⑵ 

時岡 

2:21:44⑷ 

38:11⑽ 

畠中 

3:03:36⑷ 

41:52⑸ 

稲垣 

3:43:08⑸ 

39:32⑺ 

6 3:44:12 大経大 

片山 

28:08⑷ 

28:08⑷ 

中角 

53:43⑸ 

25:35⑹ 

佐々木 

1:14:19⑸ 

20:36⑹ 

藤原 

1:45:56⑸ 

31:26⑸ 

富田 

2:22:44⑸ 

36:48⑸ 

須田 

3:05:00⑹ 

42:16⑼ 

澤 

3:44:12⑹ 

39:12⑹ 

 
※   で囲まれた記録は、区間新記録です。 
 
 
 
 
 
 
 
  



 5 

③関西学生駅伝 区間別講評 
 
1 区（9.0km） 原田 麟太郎(M1) 
1 区を走ったのはM1の原田。昨年は非常にハイペースとなった1区だが、今年は最初の 1kmを
3'10/kmという非常にスローな展開となる。向かい風が強かったこともあり、その後も6kmす
ぎまでは細かなペース変動のみで推移した。動きがあったのはラスト2km手前。関学・沖見らが
一気にスパートをかけ、縦長の集団に。タイム以上にアップダウンやペース変動で消耗していた
選手が多く、粘り合いの勝負となった。びわ学大にやや先行、関大や大経大には少し遅れをとっ
たもののすぐ前に見える位置で襷を渡し、2区・久田の走りやすい展開に繋げた。 
 
2 区（7.7km） 久田 雅人(4) 
2 区を走ったのは4回生の久田。1区原田から8位で襷を受け取る。すぐに前を走る大学に追い
つき4位集団を形成した。3km付近で仕掛け大経・中角と二人になる。ラスト2kmの坂では二
人とも足が止まる中、びわこ学院に追いつかれた。3人で走る中、3位京都産業大学の選手を抜
かす。最後の直線でスパートをかけ、チームに勢いを与える3位で襷を渡す。 
 
3 区（7.0km） 吉村 柊太(3) 
3 区を走ったのは3回生の吉村。3位で襷をもらい1.5 キロ付近までびわ学・原と並走するもペ
ースを保つことができず、追ってくる大経と京産にも2.5 キロ付近でかわされる。オーバーペー
スで突っ込んだ結果後半は風にも煽られて大幅に失速し、6位に順位を落として襷を繋いだ。昨
年に引き続き2回目の丹後3区であったが、4位を目指す上で後続の選手に負担をかける苦しい
走りになった。 
 
4 区（9.8km） 相澤 航(M1) 
4 区を走ったのは初出場となるM1の相澤。前の大経大と43秒差、後ろの関西大と5秒差の 6
位で襷を受け取る。1km手前で関西大に追い抜かれ、その後ろに付いていく形となる。ペースが
落ちてきた7km付近で一度関西大の前に出るもののペースを上げきることができず、8km付近
で再び追い抜かれる。その後ラスト1kmまで付いていくがスパートに対応することができず、関
西大に10秒離された7位で 5区清水に襷を繋ぐ。順位を1つ落とし、6位以上の大学にも離さ
れてしまい後半区間に大きな負担をかける結果となった。 
 
5 区（12.3km） 清水 厚佑(3) 
5 区を走ったのは3回生の清水。7位で襷を受け取り、数百メートル先を走る関西大、さらに前
を走る大阪経済大を追う。前半は1キロあたり3分を切る、少し攻めたペースで前を追ったが、
そこでなかなか差が縮めることができず、結局、関西大が前に見える位置のまま終始単独走とな
った。4位の目標を達成する上で、順位を上げ6区に襷を渡すことができず、後区間の負担を強
いることとなり、エース区間で勝負することの難しさを実感するレースとなった。 
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6 区（13.3km） 足立 舜(3) 
6 区を走ったのは昨年に引き続き3回生の足立。目標である4位の京産大から約2分、5 位の大
経大から約1分、6位の関大から約30秒遅れの 7位で走り出す。良いコンディションに恵まれ
て1キロ 3分を少し切るペースで押していき、6km過ぎで大経大・関大を抜かす。このあたりか
らペースが落ちて1キロ 3分を越えるが、なんとか耐えて残り2kmからの上りに差し掛かる。
残り1kmで視界に京産大を捉えるも、上り坂と疲労で脚が止まり、差を詰めることができずに7
区の鈴木に襷を繋ぐ。突っ込まざるを得ない位置でアンカーに襷を渡すという、差を詰め切れな
い甘さのひかるレースとなった。 
 
7 区（12.5km） 鈴木 洋太郎(3) 
今年はコース変更が行われ、最終区間となった7区を走ったのは、3回生の鈴木。6区足立の好
走により、目標としていた4位と 33秒差の 5位で襷を受け取った。4位を走っていた京産大の
7区の選手は格上の相手ではあったが、状態が万全ではなかったため、6kmほどかけて追いつく
と、その後は残り500mまで並走。最後の下り坂を利用して前に出て、相手を振り切り、4位で
フィニッシュを迎えた。長距離区間への不安もあったが、着実なレースを進め、勝ち切れたこと
は評価できるであろう。 
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④京阪神新人戦の結果 
《第 56回京阪神三大学対校新人陸上競技大会 

兼 第 27 回女子陸上競技大会》 

令和2年 11月 23日 
太陽が丘陸上競技場 

《対校の部》 

▼男子 100m 

藤浦 敦士 3 着 11.30 ＋2.4  

高橋 惇寿 6 着 11.92 ＋2.4  

▼男子 200m 

藤浦 敦士 3 着 23.03 ＋1.5 自己新 

長谷川 大 6 着 24.16 ＋1.5 
大学初 

自己新 

▼男子 400m 

嵯峨 宙飛 4 着 53.21 自己新 

▼男子 800m 

山口 佐助 3 着 2:02.23  

山田 大智 6 着 2:04.04  

▼男子 1500m 

市原 詩音 3 着 4:12.59 大学初 

川口 修大 4 着 4:13.41 自己新 

▼男子 5000m 

江端 康汰 4 着 15:58.25 大学新 

尾原 翔 6 着 16:31.34  

▼男子 110mH 

中村 鮎夢 4 着 18.77 ＋2.1  

今西 直 5 着 18.96 ＋2.1  

▼男子 400mH 

田中 宏樹 3 着 59.41  

▼男子 4×100mリレー 

長谷川 大

藤浦 敦士

中條 朝陽

高橋 惇寿 

3 着 44.52  

▼男子 4×400mリレー 

嵯峨 宙飛

田中 宏樹

山田 大智

山口 佐助 

3 着 3:35.52  

     

▼男子走高跳 

鴛原 泰輝 1 等 1m88 大学初 

齋藤 啓 5 等 1m75 
大学初 

自己新 

▼男子棒高跳 

今西 直 3 等 3m40 自己新 

▼男子走幅跳 

梶 慎介 1 等 7m09 －0.1 自己新 

齋藤 啓 3 等 6m59 ＋1.2  

▼男子三段跳 

梶 慎介 1 等 14m59 ＋3.5 
公認

14m54(+1.1) 

齋藤 啓 4 等 13m92 ＋1.6 大学新 

▼男子円盤投 

眞鍋 聡志 3 等 32m94  

今西 直 6 等 21m08  

▼男子砲丸投 

眞鍋 聡志 3 等 11m40  

小崎 舜真 6 等 5m51 自身初 

▼男子ハンマー投 

眞鍋 聡志 3 等 20m75  

木之下隆弘 4 等 17m22 自身初 

▼男子やり投 

今西 直 4 等 41m54  

眞鍋 聡志 4 等 34m84 自身初 

    

▼女子 100m 

三好 紗椰 4 着 13.11 ＋1.6 大学新 

奥村 夏子  13.85 ＋1.6  

▼女子 400m 

三好 紗椰 4 着 1:02.45 大学初 

西川 真悠  1:02.84  

▼女子 800m 

西川 真悠 4 着 2:27.29  

高木穂乃香  2:48.78 大学初 

▼女子 3000m 

藤本 涼  11:08.44  

▼女子 100mH 

小西 菜月 1 着 16.41 ＋1.5 自己新 
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花房柚衣香 3 着 17.99 ＋1.5  

▼女子 4×100mリレー 

小西 菜月

三好 紗椰

奥村 夏子

西川 真悠 

3 着 53.03  

▼女子走高跳 

小西 菜月 2 等 1m53  

▼女子走幅跳 

小西 菜月 1 等 4m91 ＋0.5 自己新 

▼女子砲丸投 

小西 菜月 2 等 8m76  

奥村 夏子 3 等 6m97 自身初 

▼女子やり投 

中野 水貴 1 等 41m70  

小西 菜月 2 等 31m25  

《オープンの部》 

▼男子 100m 

芦田 開  11.85 ＋1.8  

▼男子 200m 

芦田 開  24.36 ＋1.6 自己新 

▼男子 4000m 

堀葉 俊春  1:00.96  

▼男子 800m 

久田 雅人  2:00.26 
大学初 

自己新 

▼男子 1500m 

久田 雅人  3:59.15 自己新 

清原 陸  4:00.36  

前田 裕也  4:05.43  

渡邊 康介  4:08.25 自己新 

川井 拓哉  4:29.39  

松岡 健  4:31.17  

長谷川大智  DNF  

木村 佑  DNF  

▼男子 4×400mリレー 

足立 舜 

木村 佑 

三神 惇志

安藤 滉一 

 3:34.92  

久田 雅人

清原 陸 

前田 裕也

堀葉 俊春 

 3:43.32  

川口 修大

中條 朝陽

市原 詩音

長谷川 大 

 3:50.92  

▼男子走高跳 

扇澤 剛志  1m60  

    

▼対校得点 

男子 

総合 
 92 点 3 位 

女子 

総合 
 28 点 2 位 
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⑤記録会などの結果 
《東三河短距離記録会》 

令和2年 11月 7日 
豊川市陸上競技場 

▼男子 400m 

前田 朝陽  51.89  

 
《第 5回全国都道府県駅伝強化静岡県長距離記録会》 

令和2年 11月 15日 
静岡県小笠山総合運動公園スタジアム 

▼女子 3000m 

中野 紗希  10:13.42  

 
《2020 年度第 3回強化長距離記録会》 

令和2年 11月 28日 
橿原公苑陸上競技場 

▼男子 5000m 

渡邊 康介  15:47.93  

川井 拓哉  16:37.22  

▼男子 10000m 

相澤 航  31:35.89 自己新 

久田 雅人  31:38.46  

吉村 柊太  DNF  

▼男子 5000mW 

池田 尚平  22:36.93 自己新 

平岡 拓  22:47.65 自己新 

 
《第 7回京都陸協記録会》 

令和2年 11月 29日 
たけびしスタジアム京都補助競技場 

▼男子 3000m 

松岡 健  9:39.49 自己新 

▼女子 5000m 

中野 紗希  18:02.88 自己新 

 
《第 8回京都陸協記録会》 

令和2年 12月 6日 
たけびしスタジアム京都補助競技場 

▼男子 3000m 

原 圭佑  9:27.43 
大学初 

自己新 

▼男子 5000m 

清水 厚佑  14:33.61 自己新 

足立 舜  14:39.33  

鈴木洋太郎  14:53.51 自己新 

市原 詩音  15:27.13 大学新 

江端 康汰  15:49.45 大学新 

尾原 翔  15:52.72 自己新 

宮澤 知希  16:57.36 
大学初 

自己新 

久田 雅人  DNF  

▼女子 3000m 

藤本 涼  10:48.07 自己新 

▼女子 5000m 

中野 紗希  18:30.23  

 
《第 69回びわこ成蹊スポーツ大学記録会》 

令和2年 12月 13日 
びわこフィールド 

▼男 10000m 

足立 舜  30:46.00  

鈴木洋太郎  30:56.24 自己新 

久田 雅人  DNF  
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陸上競技部HP     http://www.athletics.kusu.kyoto-u.ac.jp/ 
陸上競技部記録HP  http://www.athletics.kusu.kyoto-u.ac.jp/kiroku.htm 

関西学連HP       http://gold.jaic.org/jaic/icaak/index.htm 
メールアドレス     yoshidayuki.kutf@gmail.com（吉田） 

 


